





  
  

  

  
    

      

        
ED（勃起不全）、AGA治療薬は海外ジェネリック薬品の個人輸入通販が安心・安全・安価です。クリニック等を利用後に情報してからの通販切り替えもお勧め。
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医薬品の輸入のお手伝いをしてくれる会社
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海外ジェネリック薬品の通販の薦め




海外版の正規ジェネリック薬品の通販が優れている理由




	[image: スマホ受付・ご自宅配送]スマホ受付・ご自宅配送	[image: 海外認証・世界で使用]海外メーカーの正規医薬品
	[image: 処方箋不要]診察・処方箋不要	[image: 海外大手メーカ製]海外大手製薬会社製
	[image: 日本人スタッフ対応]日本スタッフでの対応	[image: 年中無休]年中無休
	[image: メール購入も可能]メール購入も可能	[image: 日本支払い代行企業を使用]支払い代行（日本企業）経由のお支払いで安全





海外の医薬品は生産コストが低いという理由だけで安いのではなく、本当の理由は正規のジェネリック薬品でかつ、世界76億人を対象に製造・販売しているから大量生産・大量販売で安価に販売ができるのです。
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お薬は海外での研究開発が圧倒的に多くなっています。












ED治療薬と豊富なジェネリック




国内と同様に世界中にジェネリックメーカーがあります。
ジェネリック品を専門に扱っているメーカーになると薄利多売で多くの製薬特許切れの薬を同じ成分の同じ効果の製剤を製造、販売しております。もちろん販売対象国が世界中である事もあります。
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海外ジェネリックは海外大手メーカーで製造・販売（通販）されています。














[image: ]カマグラ・シリーズは「硬さ」重視の効果があるバイアグラ・ジェネリックとして世界的にも人気でED治療薬です。






[image: ]タダシップは効果持続時間が最大36時間の長距離ランナータイプです。
穏やかな効き目で副作用も比較的に起きにくい。









[image: ]フィンペシアはAGA(男性型脱毛症)へ絶大な効果がある抜け毛防止に利用できるお薬です。






[image: ]ロニタブは服用タイプで育毛・発毛が期待できます。女性も使用できるお薬です。






















[image: ]緊急避妊薬は望まない妊娠を避けるために女性への負担を減らす可能性です。






[image: ]脱毛予防はフィナステリドだけではありません。












ジェネリック薬品も日々、更新されるので最新情報をチェック！




[image: 全てタダラフィル]




「日本専門医薬セミナー」では、ED及びAGA治療情報について臨床試験、医薬品データ、研究データを根拠に出来る限り公正な情報を発信させて頂きます。




当サイトでは日本では比較的に遅れている海外ジェネリック薬品の啓蒙活動を行っております。
海外の医薬品も日本同様に臨床試験を経て製造・販売されており、しかもジェネリック品は安価だけでなく長年に利用実績から新薬以上に安全性が確認されています。
医療の進歩で新たな医薬品の発見、開発もされても、一概に新薬はメリットだけでなく新薬と特に未発見の副作用が新たに発見される事もあります。




また、これとは逆に既存の薬から新たな効果が発見されるという事もあります。
例えば、バイアグラは「肺動脈性高血圧症」の治療薬でしたが、後に勃起力を改善する効果が発見されています。AGA薄毛治療薬のフィナステリドも前立腺肥大症の治療だけでなく男性型の髪の毛の脱毛症を抑制する効果が発見されたりしています。




お薬は病気の症状にピンポイントに効果を発揮できなく、拡大した効果が新たな効果であったり、副作用として認識されたりする事があります。




コロナ治療薬でもジェネリックが注目される！




そして、新たなお薬の転用として、SNS等の口コミでも注目されたのがコロナ治療、予防薬の「イベルメクチン」があります。これは既存の医薬品として寄生虫駆除薬として利用されてきたお薬が「コロナ治療、予防」薬に転用できるとして話題となりました。
また、FacebookやTwitter等のSNSで知られるようになったのは、インドやアフリカではコロナにより大量の感染者と死者が出る中でイベルメクチンで救われたという人が多数報告されておりました。

このイベルメクチンは寄生虫駆除薬でもあるので途上国など衛生面に問題があったり、牛や馬などを飼育している場合などに有用であるので、既に多くメーカーからジェネリック製品が製造販売されていました。特に途上国でも低価格で普及している事もあり、一気に普及が進みました。
しかしながら、医薬メーカーとしては既に莫大なコストを新薬やワクチンにコストをかけている事もあり、このイベルメクチンは儲からない薬としてネガティブ広告などや啓もう活動が密かに進められているとの噂もあります。




このイベルメクチンがコロナ全体に効果があり、予防薬としても利用できるとしてデータも出てきており、また、近々、承認される予定となっております。




ジェネリック薬品は同じ成分であれば、国内製であったも海外製であったも全くと言っていいほど同じ効果であるはずです。ですが、多くの製薬メーカーはジェネリックを否定したいですし、安価な海外ジェネリックであれば、更に否定をされる傾向があるようです。




日本でも少子高齢化により医療費の増加が見えていて、初めて政府、厚労省を始めとしてジェネリック推奨の啓もう活動が勧められてきました。




海外の製品パッケージで外国語表記をされてたとしても、「イベルメクチン」と「ivermectin」は成分として同じモノです。日本より10倍以上の人口と、多くの利用者がいる「インド」や「アフリカ」などでは日本以上に多くの人に利用され安全性が確認できているという点では高い安全性の製品と見る事も出来るはずです。インド人にイベルメクチンがコロナに効果があるのでしたら、人種は違えど日本人にもコロナの治療や予防にイベルメクチンが利用できるはずです。




利益相反するならネガティブ広告




もし、SNS口コミの通りに海外ジェネリックでもコロナ治療、予防が出来るとすれば、これまで多くの新薬開発費用をかけてきた医薬メーカーからすれば大きな損失となるはずです。
ですので、医薬メーカーからすれば、是が非でもイベルメクチンには消えてもらいたいでしょう。
国内でも政府主導でジェネリックを推奨し始めた時にでも、真っ先に行われたのがネガティブ広告でした。メディアや書籍などでもジェネリックは質が悪いとか、効果が低いなどと、いちゃものを付ける医師やメディアがありました。このコロナに対するイベルメクチンの効果でも、同様に医療業界でも賛否両論だったようです。ですが、結局、TwitterやFacebookなど様々なSNSからイベルメクチンの効果や噂が広まり、効果がある事を多くの研究や医薬メーカーからのコロナ治療薬としての承認と進んでいます。




これらはED勃起薬やAGA治療薬も「ジェネリック」はコピー品、低品質などで危険だと煽るなどと情報が拡散されたりネガティブ広告のような情報発信が医師からもされたりしていました。





[image: ]





確かに医師から海外ジェネリックは危ないと言われれば心配になりますね。












確かに海外医薬メーカーは過剰の日本の品質基準をクリアできない場合もあります。
日本ユーザからしても製品パッケージに傷があったり、薬の錠剤に無害な黒い点があったとしても受け入れられなかったするでしょう。これをもって日本の医療基準が優れているといは言えないかとは思いますが、日本人の中でも効果や品質に問題がない不具合ならば気にされれない人が少なくないのも事実でしょう。
もし、経済的に余裕がある方でした、保険が適用できない医療分野も医師に相談する方が良いでしょう。ですが、一般的にはご自身で情報収集をして海外ジェネリック通販で医薬品を入手するのも手段と考えても良いはずです。






[image: ]ジェネリック大国インドの特殊知財事情（安価なインド製薬）
インドが世界の後発薬（ジェネリック医薬品）市場で急速に存在感を増しているのをご存知ですか？世界の約5分の1のジェネリック薬品がインドで生産されております。そして、世界の3分の2の医薬品はジェネリック薬品に置き換わり価格競争の時代になっていま...
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インド製のジェネリック



2020年「2人が死亡」国内ジェネリックの方が危険かもしれません




[image: ]




海外ジェネリック医薬品の非推奨派の人などからすれば、海外製は低品質であったり偽物や模造品などを心配とされるでしょう。
実際、日本国内の製品だから安全という事もないのは、近年でも稀にニュースとなっている国内ジェネリックメーカーの不正に関するニュースでしょう。




2020年12月「小林化工」が製造した爪水虫の治療薬に睡眠導入剤の成分が混入していた問題で、意識障害などの健康被害は150件を超え、飲んだ70代女性と80代男性が死亡した。




「小林化工」の規模は今年3月期の売上高が370億円、従業員数が800人規模であり、先発医薬品を生産する大手の製薬会社とは異なる。




また、同じ頃、業界最大手の一角、日医工（富山市）でも同様の違反行為が見つかっている。




その他にも認可外の方法とは異なる手順の製造しているなどが多数のメーカーで見つかった。





このように、2021年は実際のところ、これまで不正をしていた医薬メーカーの整理が行われた年でしょう。




本来は作業効率を高める事により経費を削減して利益を上げる事は営利活動をしているメーカーとして素晴らしいことではあります。ですが、このような本来、必要な品質を維持するための手順を無くた作用効率を高めるのは単に作業効率を上げるだけでなく、医薬品の効能に変化が加えられ健康に影響を与える可能性があり、事故ではなく事件として問題が大きくなる事も考えられます。
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なぜ、今ジェネリック医薬品なの？




日本は医療保険制度より診察、治療、処方箋、薬代などの費用は3割負担～で安価であります。このように一般的な風邪などの体調不良程度での医療コストならば新薬でもジェネリックでも、医療費は大きな負担にはならないでしょう。
この点、海外では日本のような充実した医療制度がないため治療費が基本、全額自己負担であったリスので薬の選択もシビアであり、ジェネリック薬品が処方されるのが一般的なはずです。




今では政府主体でジェネリックの選択を促すように薬局などの体制も変わってきていますので、ジェネリック薬品が無い中で、わざわざ高額な新薬を購入されるのは頭が悪い人だけでしょう。





[image: ]


















このようにジェネリック薬品が一般的に知られるようになったこともあり、保険適用外ではあるが、大変有用な、ED（勃起不全）、AGA（男性型脱毛症）、美容系クリームなどが医薬品がジェネリックで安価入手が可能になっていることからもジェネリックが注目されています。




また、ネット通販が手軽になった事もあり、海外ジェネリック品がインターネット経由で利用できる事もあり、単に安価なだけという事ではなく、病原菌が多い病院の待合室で長い時間、拘束されずに治療も出来る点でもジェネリック薬品が注目されています。




インドジェネックは品質の問題はないの？




実際、インドは経済的にも成長している国の一つではありますが、未だにインドメーカーが日本国内で活躍する姿を見聞きする事がない事からも、様々な製品が日本の安全基準を満たさない、「満たせない」のではないでしょうか。つまり、医薬製品であれば低品質であれば健康に悪影響を及ぼす可能性があるのですから心配にもなります。




日本の医薬品市場は世界的にも高い基準を設けています。これは、品質、有効性、安全性を確保するために厳しい規制であり様々なカテゴリー分けもされ法律で規定されています。
医薬品、医療機器、再生医療製品、遺伝子治療薬、化粧品の品質、有効性、安全性を確保するための法律である「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」（PMD法）によって、医薬品の製造、輸入、販売には、特定のライセンスや承認が必要です。
また、広告に関しては処方箋医薬品の一般向け広告が禁止されており、福利厚生、プレミアム、景品などの使用が制限されています。これらのように一概にインドだけではなく、欧米諸国のメーカーでも日本市場に進出するための厳しい規制に直面しているようです。しかも、高い規制の割には市場（人口）規模が大きくはないので積極的な取り組がされてないようです。




実際、インドの医薬品は日本は個人レベルならば自由に輸入が出来る事もあり、実は多くのインド薬品は日本に入り込んでおります。

そして、例えばインドのメーカーではFDA（米国の厚労省のような機関）基準を得ているメーカーも少なくない事からもインドが決して高品質の医薬品を作れない訳ではないようです。




参考サイト




後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用促進について（厚労省）




インドの製薬産業 – 医薬品
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